
 

青少年センター・青少年の家管理運営事業 拡充の考え方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若者と社会とが 「つながる」 仕組みの構築 

子ども育成課 平成２８年度当初予算要求 参考資料 

青少年センター・青少年の家管理運営事業 

 要求額 251,727千円※ （前年度比 147,796 千円増） 

        ※うち 155,788千円は老朽化した施設・設備の改修にかかる経費 

 うち拡充分 モデル事業実施委託料 4,000千円 

 若者の社会からの疎外が大きな社会問題になっているなか、市内２箇所の青少年 

施設（青少年センター・青少年の家）を拠点として、「若者と社会がつながる仕組みの

構築」を主軸とした子ども・若者支援の取組を、民間機関との公民協働で推進する。 

●若者へのｿｰｼｬﾙ･ｽｷﾙ･ 

 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ(SST)･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実施 

 対人コミュニケーションなど 

「社会とつながる力」を育成 

●若者が集う「交流の場」 

 の提供 

 社会との隔絶の防止と 

社会参加を促す仕掛けづくり 
●課題を抱える子ども・ 

 若者への支援プログラム 

 学校では支援しづらい 

子ども・若者に対する支援 

●若年者の雇用促進 

 関係機関による 

 若者の就労支援 

●学校教育 

 確かな「学ぶ力」・

「生きる力」の育成 

教える 

支える 

促す 

鍛える 

送り出す 

堺市と民間機関の公民協働で、 

青少年センター・青少年の家を 

拠点に事業展開 

●青少年センター・ 

 青少年の家の機能強化 

 子ども・若者支援機能強化 

「若者と社会とがつながる仕組みの構築」 
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